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平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
で
合
併
十
周

年
を
迎
え
る
が
、
合
併
効
果
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か
。

　

 

支
所
や
出
張
所
の
規
模
を
縮
小
し
、
本

庁
に
集
約
す
る
な
ど
し
て
、
全
職
員
数
の
約

十
％
、
人
件
費
で
約
九
％
を
削
減
し
、
行
政

の
ス
リ
ム
化
と
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
っ

て
き
た
。
ま
た
、
市
民
体
育
祭
や
産
業
ま
つ

り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
本
化
し
た
こ
と

で
、
旧
市
町
の
垣
根
を
越
え
て
住
民
の
交
流

や
連
携
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
や
産
業
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
今
後
の
課
題
と
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　

平
成
二
十
八
年
度
以
降
は
普
通
交
付
税

の
合
併
算
定
替
特
例
の
段
階
的
縮
減
や
、
人

口
減
少
の
影
響
で
交
付
税
の
大
幅
な
減
額
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
財
政
状
況
は
今
後
さ
ら

に
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
今
後
は
人

口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
に
対
す
る

課
題
へ
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
　
制
度
開
始
に
向
け
て
の
取
り
組
み
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

来
年
一
月
か
ら
個
人
番
号
を
利
用
し
た

事
務
が
始
ま
り
、
従
来
の
住
基
カ
ー
ド
に
か

わ
り
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
新
た
な
個
人
番

号
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
市

に
お
い
て
も
特
設
カ
ウ
ン
タ
ー
設
置
な
ど
の

窓
口
態
勢
の
整
備
、
シ
ス
テ
ム
改
修
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
見
直
し
、
職
員
へ
の
研
修

な
ど
を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
全
国
民
を
対
象

と
し
た
重
要
な
制
度
だ
が
、
市
民
へ
の
周
知

が
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

国
に
お
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

や
チ
ラ
シ
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
新
聞
広
告
等
で

制
度
を
周
知
し
て
い
る
。
市
で
も
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
窓
口
へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置
、
市

内
の
全
事
業
所
へ
送
付
す
る
書
類
へ
の
チ
ラ

シ
折
り
込
み
や
、
Ｆ
Ｍ
し
ま
ば
ら
の
市
政
広

報
番
組
で
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
活

用
な
ど
、
周
知
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
販
売
数
と
換
金
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

湧
く
わ
く
商
品
券
は
二
万
冊
が
既
に
完

売
し
、
八
月
末
で
約
一
億
六
千
万
円
が
換
金

さ
れ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
旅
行
券
は
一
万
五

千
冊
の
う
ち
、
八
月
末
で
一
万
千
七
百
二
十

四
冊
を
販
売
し
、
八
月
二
十
六
日
時
点
で
約

六
千
百
万
円
が
換
金
さ
れ
て
い
る
。
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
・

ふ
る
さ
と
旅
行
券
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て

実践クラブ

馬渡　光春

　
　
今
年
度
は
、
設
計
業
務
委
託
と
測
量
及

び
調
査
業
務
委
託
、
新
庁
舎
建
設
の
た
め
の

土
地
購
入
が
事
業
計
画
と
し
て
上
が
っ
て
い

る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、
基
本
設
計
を
進
め
て
い
る
が
、

噴
水
と
大
手
広
場
間
の
市
道
の
取
り
扱
い
に

調
整
の
時
間
を
要
し
た
た
め
、
履
行
期
間
を

延
長
し
、
来
年
二
月
ま
で
に
基
本
設
計
の
完

成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
仮
設
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
島
原
文
化
会

館
を
利
用
す
る
よ
う
な
話
も
あ
っ
た
が
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

現
在
、
一
期
工
事
で
市
民
窓
口
部
門
を

集
約
し
た
仮
庁
舎
を
つ
く
る
案
、
同
じ
く
一

期
工
事
で
島
原
文
化
会
館
を
窓
口
部
門
と
し

て
使
う
案
、
工
事
を
二
期
に
分
け
て
建
設
す

る
案
を
検
討
し
て
い
る
。

　

　
人
口
減
少
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

こ
こ
十
年
、
出
生
数
と
死
亡
数
の
差
で

あ
る
自
然
動
態
と
、
転
入
数
と
転
出
数
の
差

で
あ
る
社
会
動
態
は
ど
ち
ら
も
マ
イ
ナ
ス
で

推
移
し
て
い
る
。
自
然
減
に
つ
い
て
は
、
未

婚
率
の
上
昇
や
晩
婚
化
、
転
出
等
に
よ
る
二

十
歳
代
か
ら
三
十
歳
代
の
女
性
の
減
少
に
よ

る
出
生
率
の
低
下
に
加
え
、
高
齢
者
の
増
加

に
よ
る
死
亡
数
の
増
が
原
因
と
な
っ
て
い

る
。
社
会
減
に
つ
い
て
は
、
本
市
に
は
大
学

等
が
な
く
、
進
学
や
就
職
の
た
め
の
若
年
層

の
転
出
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
減
少

を
食
い
止
め
る
た
め
、
就
職
、
進
学
に
伴
う

若
年
層
の
市
外
転
出
者
を
抑
制
す
る
と
と
も

に
、
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
等
に
対
す
る
希

望
を
実
現
す
る
環
境
を
つ
く
り
、
出
生
率
を

改
善
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
一
次
産
業
へ
の
新
規
就
業
や
移
住
者
の

就
労
受
け
入
れ
に
対
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

　
　

青
年
就
農
給
付
金
等
に
よ
る
新
規
就
農

希
望
者
の
技
術
習
得
や
経
営
開
始
に
対
す
る

支
援
を
行
い
、
新
規
就
農
者
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
県
の
技
術
習
得
支
援

事
業
で
は
、
研
修
の
受
け
入
れ
先
の
登
録
を

市
内
の
大
規
模
農
家
や
農
業
生
産
法
人
等
に

働
き
か
け
、
雇
用
の
創
出
に
努
め
た
い
。
本

市
に
移
住
し
て
、
新
規
就
農
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
住
居
や
研
修
先
、
農
地
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
支
援
を
行
い
た
い
。
水
産
業
に
つ
い
て

は
、
市
が
就
業
定
着
の
意
欲
と
能
力
が
あ
る

と
認
め
た
者
に
対
し
、
漁
業
研
修
期
間
中
に

必
要
な
経
費
を
支
出
し
漁
業
技
術
の
習
得
を

図
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
　 

◇
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て  
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産
業
活
性
化
に
つ
い
て

合
併
十
周
年
に
つ
い
て

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

人
口
減
少
と
将
来
の
予
測

新風会

本田　順也
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